
9 時 00 分から 16 時 00 分まで あり

・活動・遊びの中で自分の気持ちを表現する楽しさを味わい、困ったときに伝えられる力をつけられるよう場面に即した介入をしていきます。

・所持品を整理・管理する力や、手洗い、うがい、排泄、着替えなどの日常生活で必要な力を身につけるために、必要に応じて手順・置き場などを視覚的に提示し、自分で気づいてできる環境
を作っていきます。

事業所名 児童発達支援施設　mikkeーミッケー 作成日支援プログラム（児童発達支援）

　保育所は児童福祉法に基づき、保育に欠ける乳幼児を保育することを目的とする児童福祉施設であります。大黒保育園における保育は、家庭や地域との連携を大切にして、子どもが健康・安
全で情緒の安定した生活ができるようにすることが基本であります。法人（事業所）理念

　子どもは毎日を生き生きと遊ぶ中で感性を養い、「明日を生きる力」と「豊かな人間性」の基礎を培っていきます。心身の調和的発達は一人ひとりの子どもを温かく受容し、養護と教育が一
体化となった保育者の最善の援助によって可能となります。

令和7年3月25日

社会福祉法人　高隅福祉会 『すくすく伸びゆく毎日です！』

（お気軽にご相談ください）営業時間 送迎実施の有無

大黒保育園の保育を基盤とし、集団の中で過ごす力・「自分でできた」機会を提唱

支援方針

・生活の流れを知り、見通しをもって過ごすことができるように発達段階に適した方法で提示していきます。

運動・感覚

インクルーシブな環境で、多様な子どもたちに“今”必要な支援・療育を、集団の中で実践的に提供していきます。ミッケは、子どもたちがそれぞれを思いやり、認め合い、共に遊び、刺激し
あいながら、成長する環境を大事にしていきます。子どもたちのいいとこ、たくさんミッケ☆彡

支　援　内　容

主な行事等 おおぐろ保育園と共にイベントを行っていきます。　保育園では四季折々のイベントが予定されています。また、運動会やお遊戯会も一緒に参加する予定です。

家族支援

児童発達支援管理責任者や専門スタッフによる個別相談。
子どもの発達や子育てに関する悩み、不安の相談。
参観日を含む親子イベント等

移行支援

移行先の学校や施設に関する情報提供
移行に関する不安や疑問の相談
利用できる社会資源の情報提供

地域支援・地域連携

学校、医療機関、保健センター、児童相談所、地域の福祉施設などとの連携。
情報共有や合同研修、支援会議の開催など。 職員の質の向上

発達に関する基礎知識、専門性の高い研修を実施します。保育士、児童発達支
援管理責任者、その他関係機関との連携を強化していきます。

・日々の運動遊びや・体操、各活動を通して身体の使い方を知りボディーイメージを高めながら、楽しく指先の巧緻性を高められるような遊びを設定していきます。思い切り身体を動かす遊び
を通して、満足感・達成感を味わえるように工夫します。

・ルールのある遊びを通して、順番を守る力を養いながら、集中して遊ぶ力も育てていきます。

　例：粗大運動（歩く、走る、跳ぶ、ボール遊びなど）→体操（週１回）・運動（長期休み以外の朝）・園庭遊びなど
　　　微細運動（指先を使った遊び、粘土、お絵かきなど）→工作・パズル・ブロック・積み木など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作業療法士による運動遊び（外部委託）

・使ったものは元に戻す片付けを促すことで、感覚的に次に使う人・他者への配慮の力を身につけていきます。

・日々の生活や集団遊びを通して、友達と遊びを共有する・展開する時間を作り、各行事を通してみんなと一緒に協力して成功させる喜びを感じられるようにしていきます。

同じ屋根の下で、多様な子どもたちがそれぞれを思いやり、認め合い、共に刺激しあいながら成長していく環境を作り、その中で子どもの特性に合わせた支援・生活の方法を現場の職員ととも
に考え、子どもたち一人ひとりが集団生活を楽しく過ごせるように支援していきます。

本
人
支
援

人間関係
社会性

　各活動の中で、友達の出番に注目する・意識して「見て待つ」力も養っていきます。

・園外での活動を通して、公共の場での過ごし方や交通ルールに触れる機会も設定していきます。

・小集団でのゲーム（カード・じゃんけんなど）遊びの中で、ルールの理解を深め、勝敗に触れることで自分の気持ちを表現する・受け入れる機会も作っていきます。

認知・行動 ・設定された活動の中で、さまざまな感覚に触れ苦手な感覚の物は、環境的な配慮をしながら段階を追って取り組めるように工夫します。

・事前告知やタイマーを使用し、活動の「始まり」「終わり」を明確にし自分の気持ちや行動の切り替えができるように提示していきます。

言語
コミュニケーション

・日々の会話・挨拶・当番活動・自己紹介・クイズなどを通し、発信する楽しさを味わえるような体験を積んでいきます。

・年間を通して、絵本・季節の歌・伝承遊びなどに触れ四季を感じられるような遊びを設定し、語彙の拡充を図ります。

健康・生活


